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  （百万円未満切捨て）

１．平成27年12月期第２四半期の連結業績（平成27年１月１日～平成27年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年12月期第２四半期 2,390 1.4 41 － 65 － 47 － 

26年12月期第２四半期 2,356 － △131 － △232 － △241 － 
 
（注）包括利益 27年12月期第２四半期 1 百万円 （－％）   26年12月期第２四半期 △244 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

27年12月期第２四半期 11.27 － 

26年12月期第２四半期 △57.41 － 

（注）当社は、平成25年12月期より決算期を３月31日から12月31日に変更いたしました。これに伴い、平成26年12月期第２四半期（１月から６月まで）と比較

対象となる平成25年12月期第２四半期（４月から９月まで）の対象期間が異なるため、平成26年12月期第２四半期の対前年同四半期増減率については記

載しておりません。 
 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

27年12月期第２四半期 5,459 3,456 63.3 822.22 

26年12月期 5,352 3,476 64.9 826.84 
 
（参考）自己資本 27年12月期第２四半期 3,456 百万円   26年12月期 3,476 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年12月期 － 0.00 － 5.00 5.00 

27年12月期 － 0.00       

27年12月期（予想）     － 5.00 5.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無  

 

３．平成27年12月期の連結業績予想（平成27年１月１日～平成27年12月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 5,389 11.9 80 － 160 － 75 － 17.84 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無  

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－ 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年12月期２Ｑ 4,342,554 株 26年12月期 4,342,554 株 

②  期末自己株式数 27年12月期２Ｑ 138,178 株 26年12月期 138,178 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 27年12月期２Ｑ 4,204,376 株 26年12月期２Ｑ 4,204,376 株 

  

 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外でありますが、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きは終了しております。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載している業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一

定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円安・株高基調に支えられた企業収益増加を背景に設備投

資が伸び、また、雇用・所得環境の改善を受けた個人消費に底入れ感が広がるなど、内需においてゆるやかな回

復が続く一方で、中国景気の減速やギリシャ問題に象徴されるＥＵ経済の混乱から輸出の伸びが鈍化してきてお

り、さらに円安による輸入品価格の上昇懸念など、引き続き不透明な状況となっております。このような経済状

況のもとで、当社グループは、多様化する顧客ニーズに的確に対応した新製品開発のスピードアップとさらなる

短納期化に努め、さらに中国工場の体制強化をすすめ、国内工場と合わせた最適な生産体制構築による業績向上

に総力をあげて取り組んでおります。

 当第２四半期連結累計期間は、設備投資の回復傾向の持続や電機・輸送・工作機械業界の順調な回復もあり、

売上高は23億９千万円（前年同四半期比1.4％増）、営業利益は４千１百万円（前年同四半期は営業損失１億３千

１百万円）、経常利益は６千５百万円（前年同四半期は経常損失２億３千２百万円）となりました。特別利益に

投資有価証券売却益１億５千万円を計上する一方、特別損失に厚生年金基金脱退損失１億６千４百万円を計上し

たことなどにより、四半期純利益は４千７百万円（前年同四半期は四半期純損失２億４千１百万円）となりまし

た。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期会計年度末の総資産は、54億５千９百万円（前期末比１億７百万円増加）、純資産は34億５千６百

万円（前期末比１千９百万円減少）、自己資本比率は63.3％（前期末64.9％）となりました。

 総資産の増加は、主に商品及び製品３億８千９百万円、原材料及び貯蔵品４千１百万円の増加に対し、受取手形

及び売掛金９千３百万円、仕掛品１億５百万円及び投資有価証券２億１千２百万円の減少があったことによりま

す。純資産の減少は、四半期純利益４千７百万円計上したものの、配当の支払及び投資有価証券の売却により、そ

の他有価証券評価差額金が減少したことによります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 当第２四半期連結累計期間における業績と進捗状況を勘案し精査を行っておりますが、現段階では平成27年２月

12日に公表しました業績予想を修正しておりません。今後、業績予想に大きな変化がある場合には適切に開示して

まいります。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特集の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 602,686 650,632 

受取手形及び売掛金 1,543,187 1,449,358 

営業投資有価証券 456,834 464,014 

商品及び製品 417,622 807,056 

仕掛品 348,491 242,808 

原材料及び貯蔵品 381,865 422,870 

その他 58,552 66,826 

貸倒引当金 △1,563 △1,959 

流動資産合計 3,807,676 4,101,607 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 184,304 175,246 

機械装置及び運搬具（純額） 84,145 100,929 

工具、器具及び備品（純額） 74,876 97,376 

土地 619,249 619,249 

リース資産（純額） 0 0 

建設仮勘定 17,541 9,842 

有形固定資産合計 980,117 1,002,643 

無形固定資産    

借地権 32,841 32,841 

その他 21,061 23,126 

無形固定資産合計 53,903 55,968 

投資その他の資産    

投資有価証券 488,691 276,623 

その他 22,167 22,780 

貸倒引当金 △0 △0 

投資その他の資産合計 510,858 299,403 

固定資産合計 1,544,878 1,358,016 

資産合計 5,352,555 5,459,624 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 827,660 817,720 

短期借入金 200,000 220,000 

未払法人税等 23,768 10,155 

前受金 302,622 519,669 

賞与引当金 24,623 23,989 

アフターサービス引当金 7,886 7,623 

その他 151,462 175,227 

流動負債合計 1,538,025 1,774,385 

固定負債    

リース債務 2,021 1,603 

繰延税金負債 73,707 39,430 

退職給付に係る負債 227,531 151,665 

資産除去債務 14,700 14,700 

その他 20,226 20,926 

固定負債合計 338,186 228,325 

負債合計 1,876,211 2,002,711 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,538,448 1,538,448 

資本剰余金 1,676,743 1,676,743 

利益剰余金 371,240 397,592 

自己株式 △227,043 △227,043 

株主資本合計 3,359,389 3,385,740 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 135,536 84,353 

為替換算調整勘定 △18,581 △13,181 

その他の包括利益累計額合計 116,954 71,171 

純資産合計 3,476,344 3,456,912 

負債純資産合計 5,352,555 5,459,624 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高 2,356,973 2,390,810 

売上原価 2,095,933 1,948,116 

売上総利益 261,040 442,693 

販売費及び一般管理費 392,504 400,869 

営業利益又は営業損失（△） △131,464 41,823 

営業外収益    

受取利息 1,111 3,198 

受取配当金 5,163 1,838 

為替差益 － 10,298 

受取賃貸料 4,638 4,638 

その他 7,034 6,862 

営業外収益合計 17,947 26,836 

営業外費用    

支払利息 820 719 

持分法による投資損失 97,289 2,387 

為替差損 17,852 - 

その他 2,794 314 

営業外費用合計 118,757 3,421 

経常利益又は経常損失（△） △232,274 65,238 

特別利益    

固定資産売却益 - 2,269 

投資有価証券売却益 - 150,236 

新株予約権戻入益 130 - 

特別利益合計 130 152,506 

特別損失    

固定資産除却損 146 66 

厚生年金基金脱退損失 - 164,348 

特別損失合計 146 164,415 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△232,290 53,330 

法人税等 9,065 5,956 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
△241,356 47,373 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △241,356 47,373 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
△241,356 47,373 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 11,022 △51,183 

為替換算調整勘定 △14,422 5,400 

その他の包括利益合計 △3,399 △45,783 

四半期包括利益 △244,755 1,590 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △244,755 1,590 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△） 
△232,290 53,330 

減価償却費 63,387 51,768 

有形固定資産除売却損益（△は益） 146 △2,203 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 198 396 

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,381 △688 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △20,009 △75,865 

アフターサービス引当金の増減額（△は減少） 6,458 △262 

受取利息及び受取配当金 △6,274 △5,036 

支払利息 820 719 

持分法による投資損益（△は益） 97,289 2,387 

売上債権の増減額（△は増加） 45,998 94,568 

営業投資有価証券の増減額（△は増加） 5,179 △7,179 

投資有価証券売却損益（△は益） － △150,236 

厚生年金基金脱退損失 － 164,348 

たな卸資産の増減額（△は増加） △266,692 △323,100 

仕入債務の増減額（△は減少） 42,527 △5,943 

前受金の増減額（△は減少） 125 217,046 

未払消費税等の増減額（△は減少） 9,710 △8,204 

その他 19,344 5,430 

小計 △231,699 11,275 

利息及び配当金の受取額 6,276 5,038 

利息の支払額 △799 △594 

法人税等の還付額 3,157 9,688 

法人税等の支払額 △9,024 △16,218 

厚生年金基金脱退による支出 － △164,348 

営業活動によるキャッシュ・フロー △232,089 △155,160 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △42,405 △75,564 

有形固定資産の売却による収入 － 2,270 

無形固定資産の取得による支出 △7,117 △4,434 

投資有価証券の取得による支出 △2,246 △1,200 

投資有価証券の売却による収入 － 278,044 

定期預金の預入による支出 △96,570 － 

その他の収入 810 － 

投資活動によるキャッシュ・フロー △147,528 199,114 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） － 20,000 

長期借入金の返済による支出 △12,996 － 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △1,868 △418 

配当金の支払額 △20,811 △20,824 

財務活動によるキャッシュ・フロー △35,676 △1,243 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △15,261 1,262 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △430,556 43,973 

現金及び現金同等物の期首残高 852,384 390,256 

現金及び現金同等物の四半期末残高 421,827 434,229 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成26年１月１日 至平成26年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）２ 

  送風機事業 住設事業 自動巻線機事業 
企業再生支援事

業 

売上高              

外部顧客への売上高 1,462,440 532,302 341,778 20,452 2,356,973 － 2,356,973 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
－ － － － － － － 

計 1,462,440 532,302 341,778 20,452 2,356,973 － 2,356,973 

セグメント利益又はセ

グメント損失(△) 
143,420 10,649 △187,045 △2,798 △35,774 △95,689 △131,464 

 

（注）１．セグメント利益の調整額△95,689千円の主なものは、当社の総務部門等、一般管理部門に係る費用であり

ます。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成27年１月１日 至平成27年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）２ 

  送風機事業 住設事業 自動巻線機事業 
企業再生支援事

業 

売上高              

外部顧客への売上高 1,499,814 558,495 313,756 18,743 2,390,810 － 2,390,810 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
－ － － － － － － 

計 1,499,814 558,495 313,756 18,743 2,390,810 － 2,390,810 

セグメント利益 92,880 34,733 11,647 9,295 148,557 △106,733 41,823 

 

（注）１．セグメント利益の調整額△106,733千円の主なものは、当社の総務部門等、一般管理部門に係る費用であ

ります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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